
需給ひっ迫見通しとドル安でじり高
NY原油先物相場は、1バレル=82ドル台中盤まで値上がりする展開になった。サウジアラビアなど石油

輸出国機構（OPEC）プラス参加国の追加減産で需給が引き締まるとの見方が強く、押し目買い優勢の

展開が続いている。また、米インフレ環境の改善評価を受けて、米連邦準備制度理事会（FRB）の利上

げが早期終了するとの見方、それに伴うドル安圧力も好感され、4月12日高値は83.53ドルに達した。

昨年11月17日以来の高値を更新してる。

国際エネルギー機関（IEA）は4月14日、年後半は供給不足が発生する見通しにあるが、OPECプラスの

追加減産を受けて、供給不足が更に悪化する可能性があるとの見方を示した。景気回復と経済成長に

とって、良くない兆候と指摘している。一方、OPECは13日、今年の世界石油需要に下振れリスクが生

じる可能性を指摘した。OPECプラス参加国が追加減産を決定した背景に、こうした需要見通しの悪化

が影響した可能性が指摘されている。

米エネルギー情報局（EIA）の米石油在庫（4月7日時点）は、原油が前週比60万バレル増、ガソリンが

33万バレル減、石油精製品が61万バレル減となった。
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【現状確認】
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（出所）Refinitivよりマーケットエッジ作成
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需給引き締まり観測でじり高、中国経済指標に注目

2

【展望】

需給ひっ迫見通しを背景に底固い展開が続こう。特段の大き

なイベントは予定されていないが、サウジアラビアなど

OPECプラス参加の主要産油国が5月以降に日量115.7万バレ

ルの追加減産に踏み切る予定であり、需給引き締まりに対す

る信頼感は強い。中国などの景気動向によっては想定されて

いた需給ひっ迫化が実現しない可能性も残されているが、現

時点では需要拡大と供給抑制で、年後半に向けて徐々に需給

が引き締まる見通しにある。80ドル台定着が進んでいること

で、慎重に85ドルの節目を試す展開になろう。特にドル安の

支援が続いた場合には、底固い展開が維持され易くなる。

中国の需要環境が注目されている以上、4月18日に発表され

る中国の1～3月期国内総生産（GDP）、3月鉱工業生産、3

月小売売上高などの経済指標は重要。ここで中国経済の回復

基調が確認されると、買い優勢の展開が続き易い。一方、こ

こで予想外に低調な数値が発表されると、上値を圧迫される

リスクが高まろう。

前週は米原油在庫が3週間ぶりに増加に転じたが、主に輸出

減少が理由であり、製油所向け原油需要環境は悪くない。改

めて在庫の取り崩しがみられると、買い安心感が強まろう。

また、ガソリン在庫は8週連続で減少中であり、在庫水準も

低い。更に在庫の取り崩しが進むと、ガソリン相場主導で原

油相場が強含む可能性もある。

WTI原油先物は、期近限月にプレミアムを加算する逆サヤ

（期近高・期先安）傾向を強めていることもポジティブ。

徐々に需給緩和から引き締まりに向かう流れが価格に織り込

まれている。
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